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しゃくらこテスト「子どもの保健」 

Ⓒ2023sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

 

＜問題＞ 

問 1 

 次の文は、からだの発育に関する記述である。適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場合の

正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

A 出生時は頭囲の方が大きいが、生後 2 か月頃、頭囲と胸囲はほぼ同等サイズとなる。 

B 大泉門は生後 6 か月頃に閉じる。 

C 1 分間における呼吸数は新生児期が一番多く、成長につれて少なくなっていく。 

D 脳は、およそ 10 歳で成人のほぼ 90％の重量になる。 

 

（組み合わせ） 

    A     B     C     D 

１ 〇  〇  ×  〇 

２ 〇  ×  〇  × 

３ ×  〇  ×  〇 

４ ×  ×  〇  × 

５ 〇  〇  〇  × 
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問 2 

 次の文のうち、保育所の衛生管理に関する記述として、適切な記述を〇、不適切な記述を×とし

た場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

A 保育室の湿度は、40％程度となるようにする。 

B 調理用具は次亜塩素酸ナトリウムで消毒するが、ステンレスには使えない。 

C 消毒薬は使用時に希釈し、毎日交換する。 

D 嘔吐物や排泄物が付着した床・物を亜塩素酸水で消毒する際は、水１L に対して約１L で希釈し

使用する。 

 

（組み合わせ） 

    A     B     C     D 

１ 〇  ×  〇  × 

２ ×  〇  ×  〇 

３ 〇  〇  ×  × 

４ ×  ×  〇  〇 

５ 〇  ×  〇  〇 
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問 3 

 次の文は、疾病に関する記述である。適切な記述を〇、不適切な記述を×とした場合の正しい組

み合わせを一つ選びなさい。 

 

A ネフローゼ症候群は、血液中のたんぱく成分が尿に漏れてしまうことにより、高度のたんぱく

尿、低たんぱく血症、むくみ、体重増加などの症状が現れる。 

B 糖尿病のⅠ型は、成人に多くインスリン非依存型と呼ばれ、遺伝的要因に過食や運動不足など

の生活習慣が重なって発症する。 

C 白血病は、小児がんのうち約 40％を占める。 

D 麻しん（はしか）の登園のめやすは、全ての発しんが痂皮化していることである。 

 

（組み合わせ） 

    A     B     C     D 

１ 〇  ×  〇  × 

２ 〇  〇  ×  〇 

３ ×  ×  〇  × 

４ ×  〇  ×  〇 

５ ×  ×  〇  × 
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問 4 

 次の文のうち、乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する記述として、適切な記述を〇、不適切な記

述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

 

A それまでの健康状態および既往歴からその死亡が予測できず、しかも死亡状況調査および解剖

検査によってもその原因が同定されない、原則として生後 6 か月未満の児に突然の死をもたら

した症候群を、乳幼児突然死症候群（SIDS）と定義する。 

B 主として睡眠中に発症し、日本での発症頻度はおおよそ出生 1 万人に 1 人と推定され、生後２

ヵ月から６ヵ月に多く、稀には 1 歳以上で発症することがある。 

C 乳幼児突然死症候群(SIDS)の診断は剖検および死亡状況調査に基づいて行うが、やむをえず解

剖がなされない場合および死亡状況調査が実施されない場合は、「乳幼児突然死症候群(SIDS)」

と医師が診断する。 

D 原因不明の乳幼児の突然死と判断されたら、警察に届け出る。 

 

（組み合わせ） 

    A     B     C     D 

１ 〇  〇  〇  × 

２ 〇  ×  〇  〇 

３ ×  ×  ×  〇 

４ ×  ×  ×  × 

５ ×  〇  〇  × 
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＜解説＞ 

問 1 正答 ２ 

A 〇 出生時は頭囲の方が大きく、その後胸囲が成長することで、生後 2 か月頃に頭囲と胸囲は

ほぼ同じ大きさとなる。 

B × 大泉門は 1 歳半頃に閉じるのが目安とされており、異常がみられる場合には注意が必要で

ある。 

C 〇 年齢が低いほど代謝が盛んであり、活動量も多いため、呼吸数が増える。そのため、1 分

間における呼吸数は新生児期が一番多く、成長につれて少なくなっていく。新生児の呼吸数は、40

～50 回/分である。 

D × 脳は乳幼児期に著しく発達し、6 歳で成人のほぼ 90％の重量に達する。 

 

 

問 2 正答 ４ 

A × 「保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）」（厚生労働省・2018(平成 

30)年 3 月（2021(令和 3)年 8 月一部改訂））（以下「ガイドライン」）２「感染症の予防」（２）

「衛生管理」ア）「施設内外の衛生管理」の「保育室」では、【保育室環境のめやす】として、室

温：夏 26～28℃, 冬 20～23℃、湿度：60%と示されている。 

B × 「ガイドライン」４「感染症対策の実施体制」別添２「保育所における消毒の種類と方

法」＜消毒薬の種類と用途＞では、次亜塩素酸ナトリウムにおける調理用具の消毒の際の注意とし

て、「金属腐食性が強く、錆びが発生しやすいので、金属には使えない」と示されている。 

C 〇 「ガイドライン」４「感染症対策の実施体制」別添２「保育所における消毒の種類と方

法」＜消毒薬の管理、使用上の注意点＞では、「消毒薬は使用時に希釈し、毎日交換する」と示さ

れている。 

D 〇 「ガイドライン」４「感染症対策の実施体制」別添２「保育所における消毒の種類と方

法」＜塩素系消毒薬の希釈方法＞の表記である。水１L に対して約１L とは、2 倍に希釈するとい

うことである。 

 

 

問 3 正答 １ 

A 〇 選択肢の通り。 

B × 選択肢は糖尿病のⅡ型についてである。糖尿病はインスリン作用の低下・分泌不足により

高血糖の状態となる疾病で、Ⅰ型は子どもに多い。Ⅰ型はインスリン依存型とも呼ばれ、自己免疫 

疾患などが原因でインスリン分泌細胞が破壊される。インスリンの自己注射が必要となる。 

C 〇 小児がんとは、15 歳以下の子どもに発生する悪性腫瘍のことである。国際小児がん分類に

よると、小児がんのうち、約 4 割が白血病、残りが固形がんといわれる固まりを形成する「がん」

となっている。 

D × 麻しん（はしか）は、麻しんウイルスによって発症し、発症初期には、高熱、咳、鼻水、
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結膜充血等の症状がみられる。発熱は一時期下降傾向を示すが、再び上昇し、この頃には口の中に

白いぶつぶつ（コプリック斑）がみられる。その後、顔や頸部に発しんが出現する。発しんは赤み

が強く、やや盛り上がっており、徐々に融合するが、健康な皮膚面が残る。発しんは色素沈着を残

して消える。登園のめやすは、解熱後３日を経過していることである。 

 

 

問 4 正答 ３ 

正答の根拠を「乳幼児突然死症候群（SIDS）診断ガイドライン（第 2 版）」（厚生労働省 SIDS 研究

班 2012 年（平成 24 年）10 月）（以下「ガイドライン」）とする。 

 

A × 「ガイドライン」では、乳幼児突然死症候群（SIDS）の定義として、「それまでの健康状態

および既往歴からその死亡が予測できず、しかも死亡状況調査および解剖検査によってもその原因

が同定されない、原則として 1 歳未満の児に突然の死をもたらした症候群」と示されている。 

B × 「ガイドライン」では、乳幼児突然死症候群（SIDS）の疾患概念として、「主として睡眠中

に発症し、日本での発症頻度はおおよそ出生 6,000～7,000 人に 1 人と推定され、生後２ヵ月から

６ヵ月に多く、稀には 1 歳以上で発症することがある。」と示されている。 

C × 「ガイドライン」では、乳幼児突然死症候群（SIDS）の診断として、「乳幼児突然死症候群

(SIDS)の診断は剖検および死亡状況調査に基づいて行う。やむをえず解剖がなされない場合および

死亡状況調査が実施されない場合は、診断が不可能である。従って、死亡診断書（死体検案書）の

死因分類は「１２.不詳」とする。」と示されている。 

D 〇 「ガイドライン」では、乳幼児突然死症候群（SIDS）の解剖として、「原因不明の乳幼児の

突然死と判断されたら、警察に届け出る。検視ののち法医解剖あるいは病理解剖を行う。」と示さ

れている。 

 

 


